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協議事項２ 地域部活動への移行について

１ 国における対応
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２ 内灘中学校の現状

部活動 運動部 13 競技 17 部 文化部 8部

部員数 運動部 472 人 文化部 154 人

顧問 運動部 29 人 文化部 10 人

外部指導者 運動部 5競技 7部 16 人 文化部 0部 0人

活動頻度 平日４日、休日１日
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３ 内灘中学校における取り組み

令和３年度に、スポーツ庁及び石川県教育委員会から委託を受け、生徒にとって望

ましい持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現に向けて、休日の部活動の段階的

な地域移行の推進に関する実践研究を内灘中学校水泳部及び男女卓球部において実施

した。

①実践研究内容

実践課題 水泳部、男子卓球部、女子卓球部の休日部活動について、外部指導

コーチのみによる指導とした場合の課題・問題点の検証

実施方法 ・水泳部、男子卓球部、女子卓球部において、休日の地域運動部活動

を実施

・地域運動部活動推進事業検討会議及び連絡会議を実施

・生徒、保護者等にアンケートを実施し、課題を洗い出し

・解決できた課題と積み残した課題を整理し、次年度につなげると

ともに、他の市町に取組を紹介するとともに、他競技の部活動へ

の波及を狙う

指導体制 外部指導コーチ 各部１名 計３名

②実践研究結果

（１）地域運動部活動推進事業検討会議及び連絡会議の開催

検討会議 学校、外部指導員、保護者代表、地域スポーツクラブ職員、事務局

７月 第１回 事業概要・事業計画の説明、方針の確認

11 月 第２回 活動状況、第１回アンケート結果報告

２月 第３回 活動実績、第２回アンケート結果報告

連絡会議 参加者：学校、外部指導員、事務局

９月 第１回 活動開始前に実施内容、連絡方法の確認

（２）地域運動部活動の活動状況

水泳部 参加者 生徒 12 人 10～1 月 通常練習 11 回 大会引率 1回

男子卓球部 参加者 生徒 11 人 9～1 月 通常練習 10 回 大会引率 4回

女子卓球部 参加者 生徒 13 人 9～1 月 通常練習 12 回 大会引率 2回
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（３）アンケート結果＜抜粋＞

【生徒・保護者】

問１：部活動に所属している最大の目的 ※当てはまる番号を１つ選ぶ

問２：地域運動部活動に参加して良かった。参加させて良かった。

＜生徒：良かったこと＞

・外部指導コーチの意見が聞けてよかった。

・いろんな知識を学ぶことができた。

・色々な種類の練習ができて力がついた。

＜保護者：良かったこと＞

・専門的な技術指導を受けられ、より上達するから。

・指導者が増えることにより、それぞれの違った視点で指導してもらえる。

・学校の先生以外で、地域の大人の方に見守ってもらえる。

問３：部活動は、曜日にかかわらず学校の教員による指導が良いと思う。

＜生徒：教員による指導が良いと思う理由＞

・専門的な実技指導だけでなく、生活面などの指導も受けられるから。

＜保護者：教員による指導が良いと思う理由＞

・部活が学校生活の延長と考えると様々なことを共有できることは生徒にとって大切。

回 答 生徒

① 大会・コンクール等で良い成績を収める 7

② チームワーク・協調性・共感を味わう 6

③ 体力・技術を向上させる 10

④ 友達と楽しく活動する 10

⑤ 部活動以外に取り組めるものがない 0

⑥ 学校以外に活動場所・施設がない 0

⑦ その他の目的 0

⑧ 特にない 3

回 答 生徒 保護者

① 当てはまる 6 15

② どちらかといえば、当てはまる 18 13

③ どちらかといえば、当てはまらない 9 4

④ 当てはまらない 0 0

回 答 生徒 保護者

① 当てはまる 5 1

② どちらかといえば、当てはまる 4 3

③ どちらかといえば、当てはまらない 20 21

④ 当てはまらない 4 7
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問４：持続可能な部活動に向けた在り方について、どのように考えますか。

問５：地域部活動について、どのように思われますか。

問６：休日は外部指導コーチのみによる地域運動部活動に移行しても良い。

＜生徒：地域運動部活動に移行しても良いと思う理由＞

・専門的な実技指導が受けられる。先生の負担が軽くなる。しかしコーチ１人で大変だと思う。

＜保護者：地域運動部活動に移行しても良いと思う理由＞

・平日は学校、休日も部活で出勤となると先生の負担が大きい。コーチからも学ぶことが多い。

問７：部活動で感じている問題点は。 ※当てはまる番号があれば３つ以内

回 答 保護者

① 多少のお金がかかっても実技指導者を配置する 8

② 保護者がもっと部活動に協力する 2

③ 将来的に学校から地域の活動へ移行させる 4

④ できる範囲で今までどおり学校・教員が担う 9

⑤ 部活動はなくて良い 0

⑥ 特段の意見はない・わからない 12

回 答 生徒 保護者

① 当てはまる 10 9

② どちらかといえば、当てはまる 11 17

③ どちらかといえば、当てはまらない 11 4

④ 当てはまらない 1 2

回答 生徒

① 部活動の時間・日数が長すぎる 3

② 部活動の時間・日数が短すぎる 3

③ 学業との両立ができない 6

④ 肉体的(精神的)な疲労がたまる 11

⑤ 部活動の指導が厳しい 0

⑥ 専門的な実技指導が受けられない 0

⑦ 顧問や外部指導コーチとよい関係がつくれない 0

⑧ 他の部員とよい関係がつくれない 0

⑨ その他の問題 1

⑩ 特に問題はない 14

回 答 保護者

① 世の中の流れとして、受け止めている 33

② 反対である 0

③ わからない 2
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（３）実践研究の成果と課題

＜成果＞

・地域運動部活動推進事業に取り組んだ水泳部、男子卓球部、女子卓球部は、外部指

導コーチによる指導を日常的に行っていたことから、生徒及び保護者と外部指導

コーチとの信頼関係が築けており、休日に外部指導コーチ１人による指導となっ

ても、スムーズに実施することができた。

・生徒アンケート結果では、地域運動部活動では、顧問とは違った視点の指導を受

けられたことや、普段と違う練習ができて良かったとの意見もあり、必ずしも学

校部活動と同じ練習内容や指導が求められているのではないことが分かった。

・学校部活動と地域運動部活動で指導方法や練習内容の情報共有のため、顧問と外

部指導コーチとの連絡を密にすることや日誌を活用するなど方法もとられた。

・生徒、保護者アンケート結果では、部活動は曜日にかかわらず学校の教員による

指導がよいと思うといった意見も一定数あったが、休日は外部指導コーチのみに

移行しても良いといった意見も多く、専門的な指導を受けられるといった理由だ

けでなく、顧問の負担軽減を求める意見も多くあった。

・地域運動部活動の実施により、顧問の時間外勤務の削減や心理的・身体的な負担

を軽減することができた。生徒、保護者アンケート結果から、地域の方と触れ合え

る機会となって良かったとの意見があり、地域との連携やスポーツ振興、生涯ス

ポーツの推進といった効果も期待できる。

＜課題＞

・今後、着実に運動部活動の地域移行を進めるためには、生徒・保護者から理解、信

頼を得ることが重要であり、そのためには外部指導コーチによる指導の実績、経

験を重ねていく必要がある。

・水泳部、男子卓球部、女子卓球部については、複数の外部指導コーチが配置できな

いか検討したが、各協会において定期的に指導が可能な指導者がおらず、各部１

名の配置となった。生徒の負傷事故や緊急時の対応には、複数名の配置や支援体

制を整備していく必要がある。

・各協会の指導者が外部指導コーチとなることが考えられるが、学校・保護者・指導

者間を調整し、継続的な運営が可能な組織・団体には、地域スポーツクラブが受け

皿として適当であると考えるが、地域スポーツクラブの体制として現状のままで

は負担が大きく、整備、見直しが求められる。

・指導者の人材の確保、育成については、各協会だけに頼るのではなく、地域スポー

ツクラブなどの指導者研修会や競技者から指導者への移行、両立を進める取り組

みが求められる。

・地域スポーツクラブでは、スポーツ安全保険の保険料負担を必須としており、地

域運動部活動においても安心して参加できるよう、指導者や参加者についても同

様の保険に加入することが望ましいと考える。

・地域へ移行し指導者報酬やスポーツ安全保険の保険料を保護者負担とした場合は、

経済的に負担することが難しい家庭への支援について検討が必要である。
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４ 今後の取り組みについて

＜求められる対応＞

国において、今年度早期にガイドラインが改訂され、休日の部活動の段階的な地域

移行を開始する令和５年度から３年間を部活動の改革集中期間として位置づけ、すべ

ての都道府県において、休日の部活動の地域移行に向けた具体的な取組やスケジュー

ル等を定めた推進計画を策定し、それを基に各市町村においても推進計画を策定する

ことを規定することが適当であるとされる。

＜令和４年度の取組＞

・ 中学校において、運動部に入っていない生徒も含めた生徒・保護者のニーズや教師

の意向をアンケート等で把握するとともに、体力、運動習慣上の課題等を踏まえて、

今後のふさわしいスポーツ活動内容について検討する。その際、小学校においても、

令和５年度以降中学校に入学する児童・保護者を対象として上記アンケート等を行

い、町教育委員会や中学校と情報共有していく。

・ 町教育委員会、地域スポーツ団体、文化芸術団体、小・中学校等の関係者による協

議会を設置し、地域における新たなスポーツ環境・文化環境の構築の在り方やスポ

ーツ団体・文化芸術への支援等の整備充実方策、教師等の兼職兼業の仕組み等につ

いての具体的な検討を開始する。その際、前述の学校における情報を共有し、学校

の実情や児童生徒・保護者のニーズや教師の意向を踏まえて検討を進める。

・ 町教育委員会において、次年度以降の地域における新たなスポーツ環境・文化環境

の構築に向けて必要な経費や人員等を検討・措置する。

・ 町教育委員会において、地域での指導を望む教師が兼職兼業の許可を得て指導に携

われるよう兼職兼業の運用の考え方等の整理を進める。

＜令和５年度の取組＞

・ 既に活動しているスポーツ団体・文化芸術団体・組織を活用できる地域等から、ま

ずは休日の部活動に関し、段階的に、生徒の受け入れ、あるいは学校施設を活用し

て新たな活動を始めるなど、地域の実情に適した地域移行の取組を開始する。

・ 町教育委員会において、次年度以降の地域における新たなスポーツ環境・文化環境

の構築に向けて必要な経費や人員等を引き続き検討・措置する。

・休日の地域での指導を希望する教師が円滑に兼職兼業の許可を得て地域で指導でき

るよう運用を開始する。

＜令和６年度以降の取組＞

・ 地域におけるスポーツ環境・文化環境の整備充実を本格的に進め、生徒にふさわし

いスポーツ活動を着実に増加させていく。
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